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水稲の遺伝資源を活用して育成した 

世界初のごま葉枯病抵抗性実用品種 

イネごま葉枯病（以下、ごま葉枯病）は地球温暖化により世界的な増加が懸念され、我

が国でも発生面積が第３位の主要な糸状菌病害ですが、育種現場で使用できるごま葉枯病

抵抗性検定法がないため、今まで抵抗性品種の育成が行われていませんでした。そこで、

農研機構は三重県と共同で、達観によるごま葉枯病抵抗性検定法を開発し、遺伝資源のス

クリーニングを実施したところ、抵抗性遺伝子を見つけました。さらに、戻し交配と DNA

マーカー選抜により、抵抗性遺伝子を導入した実用品種を育成しましたので紹介します。 

☆ 技術の概要 

１． 進展性病斑（写真１）の有無と病斑面積率（％）を達観に基づいて判定することによ

り、ごま葉枯病の発病程度を 10 段階で評価できる簡便な検定法を作成しました（表１）。 

２． 新たな検定法を用いて、農研機構のジーンバンク

が保有する遺伝資源（合計 119 品種）のごま葉枯病

抵抗性を評価したところ、“強”に分類される日本品

種はなく、抵抗性を

示す海外の在来品

種が育種母本とし

て有用であること

がわかりました。 

３． 抵抗性“強”のフ

ィリピン由来の在

来品種「Tadukan」か

ら、世界で初めて作

用力の強いごま葉枯病抵抗性遺伝子 bsr1(brown spot resistance 1)を見つけました。 

４．bsr1 を罹病性の業務用米品種「みえのゆめ」

に導入した「みえのゆめ BSL」は、ごま葉枯病

抵抗性が“強”であり（写真２）、ごま葉枯病が

多発する条件では「みえのゆめ」より収量が約

３割程度増えることが明らかになりました。 

☆ 活用面での留意点  

１．「みえのゆめ BSL」は、「みえのゆめ品種群」として産地品種銘柄設定され、三重県にお

いて「みえのゆめ」に置き換えられ、約 800ha 栽培されています（令和４年度）。 

２．ごま葉枯病抵抗性遺伝子(bsr1)は病気の感染を完全に防ぐものではなく、感染した病

気の進展を抑えるように働く遺伝子です。 
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